
た

な
か

け
い

じ

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

田

中

啓

二

専
攻
学
科
目

生
化
学

生

年

月

昭
和
二
四
年

四
月

略

歴

昭
和
四
七
年

三
月

徳
島
大
学
医
学
部
栄
養
学
科
卒
業

同

五
一
年

四
月

徳
島
大
学
酵
素
研
究
施
設
助
手

同

五
五
年

三
月

医
学
博
士

同

五
六
年

五
月

米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
生
理
学
部
門
研
究
員
（
昭
和
五
八
年
五
月
ま
で
）

平
成

七
年

六
月

徳
島
大
学
酵
素
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授

同

八
年

四
月

（
財
）
東
京
都
医
学
研
究
機
構
東
京
都
臨
床
医
学
総
合
研
究
所
分
子
腫
瘍
学
研
究
部
門
部
長
（
平
成
一
八

年
四
月
ま
で
）

同

一
四
年
一
〇
月

（
財
）
東
京
都
医
学
研
究
機
構
東
京
都
臨
床
医
学
総
合
研
究
所
副
所
長

同

一
六
年

四
月

東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
連
携
講
座
教
授

同

一
八
年

四
月

（
財
）
東
京
都
医
学
研
究
機
構
東
京
都
臨
床
医
学
総
合
研
究
所
・
所
長
代
行
（
現
在
に
至
る
）

同

二
〇
年

七
月

東
京
都
福
祉
保
健
局
理
事
（
兼
任
、
現
在
に
至
る
）

同

二
〇
年

七
月

東
京
都
医
学
研
究
機
構
理
事
（
兼
任
、
現
在
に
至
る
）

一
一



医
学
博
士
田
中
啓
二
氏
の
「
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム

（
蛋
白
質
分
解
酵
素
複
合
体
）
の
構
造
と
機
能

に
関
す
る
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

生
体
を
構
成
す
る
主
要
成
分
で
あ
り
、
生
命
現
象
を
支
え
る
機
能
素
子
で
あ

る
蛋
白
質
は
細
胞
内
で
絶
え
ず
合
成
と
分
解
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
き
わ
め
て

動
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
〈
循
環＝
再
生
処
理
シ
ス
テ
ム
〉
を
構
成
し
て

い
る
。
即
ち
細
胞
内
の
全
て
の
蛋
白
質
は
千
差
万
別
の
寿
命
を
も
っ
て
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
し
て
お
り
、
こ
の
新
陳
代
謝
に
と
っ
て
蛋
白
質
分

解
の
制
御
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ユ
ビ
キ
チ
ン
・
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
は

細
胞
内
の
代
表
的
な
大
規
模
蛋
白
質
分
解
系
で
あ
り
、
多
様
な
生
体
反
応
を
迅

速
に
、
順
序
立
っ
て
不
可
逆
的
に
進
め
る
手
段
と
し
て
様
々
な
生
命
現
象
の
制

御
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
約
三
〇
年
前
、
蛋
白
質
の
分
解
シ
グ
ナ

ル
と
し
て
働
く
ユ
ビ
キ
チ
ン
が
発
見
さ
れ
た
頃
か
ら
、
田
中
啓
二
氏
は
そ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
蛋
白
質
分
解
酵
素
の
研
究
を
開
始
し
、
細
胞
内
の
蛋
白
質
を

選
択
的
に
分
解
す
る
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
と
い
う
巨
大
で
複
雑
な
蛋
白
質
分
解
装

置
を
発
見
、
そ
の
構
造
・
機
能
・
生
理
・
病
態
に
関
す
る
包
括
的
研
究
を
精
力

的
に
推
進
し
て
き
た
。
以
下
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
概
説
す
る
。

（
１
）
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の
発
見

ユ
ビ
キ
チ
ン
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
的
に
基
質
蛋
白
質
に
共
有
結
合
し
て
分
解

シ
グ
ナ
ル
を
提
示
す
る
翻
訳
後
修
飾
分
子
で
あ
る
。
田
中
氏
は
米
国
留
学
中
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
要
求
性
蛋
白
質
分
解
機
構
の
解
明
に
挑
戦
し
、
真
核
生
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
依
存
性
蛋
白
質
分
解
系
が
ユ
ビ
キ
チ
ン
依
存
性
と
非
依
存
性
の
二
つ
の

プ
ロ
セ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
こ
の
「
二
段
階A

T
P

依
存
性
蛋
白
質
分
解
」
仮
説
は
蛋
白
質
分
解
の
世
界
に
新
し
い
概
念
を
創
出
す

る
も
の
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
。
帰
国
後
、
田
中
氏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
要
求
性

（
ユ
ビ
キ
チ
ン
非
依
存
性
）
の
蛋
白
質
分
解
系
の
研
究
を
独
力
で
開
始
し
、
数
年

後
、
細
胞
内
に
巨
大
で
複
雑
な
蛋
白
質
分
解
酵
素
複
合
体
が
存
在
す
る
こ
と
を

見
出
し
、
一
九
八
八
年
�
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
�
と
い
う
名
前
を
提
唱
し
た
。
そ

の
後
の
詳
細
な
生
化
学
的
お
よ
び
物
理
化
学
的
解
析
か
ら
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
が

沈
降
係
数20S

の
触
媒
粒
子
（
不
活
性
型
の20S

プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
）
に19S

の
調
節
粒
子
が
会
合
し
た
巨
大
な
超
分
子
複
合
体
（
活
性
型
の26S

プ
ロ
テ
ア

ソ
ー
ム
）
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
は
、
現
在
国
内
外

で
隆
盛
を
誇
っ
て
い
る
蛋
白
質
分
解
研
究
の
主
軸
と
な
っ
て
お
り
、
田
中
氏
は

こ
の
分
野
の
第
一
人
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

四
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（
２
）
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の
一
次
構
造
と
高
次
構
造
の
解
析

真
核
生
物
のA

T
P

依
存
性
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
で
あ
る26S

プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム

は
分
子
量
二
五
〇
万
・
総
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
数
約
一
〇
〇
個
か
ら
構
成
さ
れ
た
超

分
子
複
合
体
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
酵
素
複
合
体
は
生
命
科
学

史
上
他
に
類
を
見
な
い
た
め
に
、
当
初
、
そ
の
存
在
は
懐
疑
的
に
見
ら
れ
た
。

そ
こ
で
田
中
氏
ら
はcD

N
A

cloning

に
よ
る
構
造
解
析
に
着
手
し
、
約
一
五

年
の
年
月
を
か
け
て
ほ
と
ん
ど
全
て
の
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
群
の
一
次
構
造
を
決
定

し
た
。
さ
ら
に
Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析
や
電
子
顕
微
鏡
解
析
に
よ
る
立
体
構
造
の

解
明
に
も
取
り
組
み
、
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の
作
動
機
構
や
分
子
形
状
の
解
明
に

成
功
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
研
究
に
よ
り
、
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の
物
質
的
基
盤

が
確
立
し
、
そ
の
存
在
は
広
く
認
知
さ
れ
た
。

（
３
）
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の
多
様
性
の
解
析

田
中
氏
は
一
九
九
四
年
、
内
在
性
抗
原
の
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
酵
素
と
し
て
�
免

疫
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
�
を
、
そ
し
て
二
〇
〇
七
年
、
胸
腺
に
お
け
る
Ｔ
細
胞
の

分
化
・
増
殖
（
レ
パ
ー
ト
リ
ー
形
成
に
お
け
る
正
の
選
択
機
構
）
に
関
与
す
る

酵
素
と
し
て
�
胸
腺
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
�
を
発
見
し
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
は
細

胞
性
免
疫
に
お
け
る
自
己
と
非
自
己
の
識
別
機
構
解
明
に
大
き
く
貢
献
す
る
と

共
に
世
界
の
免
疫
学
研
究
者
た
ち
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
に
プ
ロ

テ
ア
ソ
ー
ム
に
分
子
多
様
性
が
あ
る
こ
と
の
発
見
は
、
こ
の
酵
素
の
生
物
学
的

重
要
性
の
拡
大
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
４
）
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
形
成
機
構
の
解
明

巨
大
で
複
雑
な
多
成
分
複
合
体
で
あ
る26S

プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の
分
子
集

合
機
構
は
、
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
研
究
に
残
さ
れ
た
最
大
の
謎
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
田
中
氏
ら
は
最
近
、20S

プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
及
び26S

プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム

の
形
成
を
支
援
す
る
分
子
シ
ャ
ペ
ロ
ン
と
し
てproteasom

e
assem

bling

chaperone

（PA
C

1

〜4

）
を
含
む
多
数
の
因
子
を
発
見
し
た
。
こ
の
シ
ャ
ペ
ロ

ン
依
存
性
の
複
合
体
形
成
機
構
と
い
う
概
念
の
樹
立
は
、
細
胞
内
に
数
多
く
存

在
す
る
超
分
子
集
合
体
の
形
成
機
構
の
解
明
や
機
能
解
析
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の
生
理
機
能
と
病
態
に
関
す
る
研
究

田
中
氏
ら
は
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の
構
成
因
子
お
よ
び
制
御
因
子
の
遺
伝
子
改

変
マ
ウ
ス
を
数
多
く
作
出
し
、
本
酵
素
の
病
態
生
理
学
に
お
け
る
役
割
の
解
明

に
傑
出
し
た
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

以
上
の
よ
う
に
田
中
氏
は
、
四
半
世
紀
以
上
に
亘
り
一
貫
し
て
プ
ロ
テ
ア
ソ

ー
ム
研
究
に
邁
進
し
、
分
子
か
ら
個
体
レ
ベ
ル
に
至
る
先
駆
的
な
業
績
を
国
内

外
に
発
信
し
続
け
て
き
た
。
さ
ら
に
田
中
氏
は
、
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
と
連
携
し

四
四



た
蛋
白
質
分
解
系
の
研
究
、
例
え
ば
ユ
ビ
キ
チ
ン
代
謝
系
や
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

（
自
食
作
用
）
の
基
礎
医
学
的
研
究
、
に
お
い
て
も
独
創
性
の
高
い
研
究
を
展
開

し
て
き
た
。
さ
ら
に
近
年
、
ユ
ビ
キ
チ
ン
・
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
の
破

綻
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
す
る
重
篤
な
疾
病
が
急
増
し
て
い
る
。
本
研
究
は

癌
、
免
疫
疾
病
、
神
経
・
精
神
疾
患
な
ど
の
発
症
機
構
解
明
に
寄
与
す
る
こ
と

が
大
き
い
と
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
田
中
氏
は
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
を
基
軸

と
し
た
蛋
白
質
分
解
系
に
関
す
る
研
究
を
包
括
的
に
推
進
し
、
蛋
白
質
分
解
を

二
一
世
紀
に
お
け
る
生
命
科
学
の
最
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
に
押
し
上
げ
る
と
共

に
、
病
気
か
ら
ヒ
ト
の
健
康
を
守
る
研
究
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
く
貢

献
し
た
。
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